
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

２８ 月 始業式 ２０ 水 全市一斉部活動休止日 

２９ 火 課題テスト・給食開始 ２３ 土 秋分の日 

 １ 金 シェイクアウト訓練 

生徒専門員会 

３０ 土 陸上新人市内大会（鞘ヶ谷） 

 １ 日 陸上新人市内大会（鞘ヶ谷） 

 ４ 月 教育相談① 〇 まだまだ暑い日が続きます。体調

には十分気を付けましょう。 

〇 ９月から中体連新人大会が始まり

ます。頑張ってください。勉強にもしっ

かり取り組もう！ 

〇 ３年生は一つ一つの行事が義務

教育最後の行事になります。友達と思

い出をたくさん作りましょう。 

 ７ 木 教育相談② 

 ８ 金 教育相談③ 

修学旅行説明会（２年） 

１１ 月 教育相談④ 

１２ 火 明日への伝言板 

１３ 水 教育相談⑤ 

１８ 月 敬老の日 

３８日間の夏休みが終わりました。長い夏休みでしたが、有意義に過ごすことができましたか？

部活動を頑張った人、勉強を頑張った人、手伝いを頑張った人、習い事を頑張った人などいろいろ

いることでしょう。去年よりは『頑張った!!』といえるものが１つでもあるといいですね。２学期は多く

の行事があります。また、部活動も新人戦が始まります。毎日の生活を集中して、目標をもって努力

していきましょう。 

①  体育大会・文化発表会・学年行事を成功させよう！ 
１０月は体育大会、１１～１２月は文化発表会、１１月は２年生の修学旅行が予定されています。

何事においても、自主性、積極性、協力する姿勢がとても大切になってきます。生徒会や学級の専

門委員が中心となることはもちろん、一人一人が自覚をもって取り組みましょう。行事に取り組む中

で、友達と協力したり、話し合ったりしながら成長していきましょう。行事は人間を大きく成長させる

きっかけとなるものです。１学期は修学旅行、クラスマッチなどの行事や授業で積極的に頑張る姿

を見せてくれました。２学期も期待しています！ 

② 勉強を頑張り、自分の取組を見直そう！ 
１学期の学習はどうでしたか。あと１ヶ月で１年間も折り返しに入ろうとしています。「そのうち頑

張ろう・・・」なんてのんびり構えていると、取り返しがつかなくなります。２学期はますます勉強も難

しくなってきます。今までの取組でうまくいかなかった人は、是非、学習方法を見直しましょう。中間

考査、期末考査（３年生はこれに加えて学習到達度テスト＝実力テストがあります）ではそれぞれ

に意欲と目標をもって取り組んでいきましょう。 

しかし、一番大切なことは、毎日の授業への気持ちです。「宿題をしない、忘れ物が多い、集中で

きない」こんなことでは成長できませんね。自分がきちんとすることはもちろん、お互いがお互いを

励まし合えるクラス・学年であってほしいものです。 

③ 当たり前のことをもう一度頑張ろう！ 
中学校生活の目標の一つは『自主的に頑張ること』です。しいて言えば、板櫃中の課題の１つは、

何事も指示待ちの人がまだいることかもしれません。みんなでしなければいけないこと、するのがあ

たりまえのことは損得考えず、自ら進んで一生懸命に実行しましょう。いいことも悪いことも自分が

したことは必ず自分に返ってくる・・・みんなには何度となく話してきました。特に、毎日の掃除や係

活動については手を抜かないようにしましょう。終わったら友達の区域を手伝ってあげる、すぐ教室

に戻り、帰りの準備をする、こんなことが自然にできる気持ちのよい学校になるといいですね。 

また、言葉遣いも大切です。まだ、マイナス発言をする人がいるのはダメですね。「人間は唯一言

葉を話す動物」です。同じ言葉を話すなら、友達が元気になれる言葉を話しましょう。人が傷つくこ

とを平気で言ったりするのではなく、相手の心が温かくなるような言葉を遣いましょう。一人一人が

楽しく、居場所がある学級・学年・学校にしていきましょう。 

繰り返しますが、夏休みが終わって、忘れてはいけないのが『毎日を充実させる』ということです。

なんとなく過ごすのではなく、小さなことでもいいので目標や目的をもって取り組んでください。小

さいことの積み重ねが、未来を拓いていくと思います。とにかく、やってみましょう。 

 

 

 

高知中央高校の西岡悠慎主将が選手宣誓を務め、「全国の高校球児の思いを一投一打に込め、

全力で戦い抜くことを誓います」と高らかに宣言しました。春夏通じて初出場での大役でした。文

章は鶴田部長と宿舎で考え、８月４日に完成しました。自分自身が大切にしてきた「追いかけ続け

る勇気さえあれば夢は必ずかなう」というウォルト・ディズニーの言葉を盛り込みました。西岡主将

は「甲子園初出場は簡単なことではなかった」と明かし、強豪ひしめく高知大会で甲子園出場の夢

を追いかけ続けた日々と重ね合わせました。 

前日の夜は緊張で「眠れなかった」というが、大役を終え「１００点満点です」と笑顔で振り返り

ました。選手宣誓は「コロナで制限の中での野球を経験して、応援が当たり前じゃないと感じた。支

えてくださった方への感謝の気持ちを込めました」とその思いを語りました。 

以下、宣誓全文を紹介します。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

９月行事をお知らせします！ 

甲子園で選手宣誓「夢は必ずかなう」高知中央高校主将 

宣誓。私たちは第１０５回という節目の年に夢の甲子園球場に立てていることを誇りに思いま

す。しかし、ここにたどり着くまで、たくさんの壁や困難がありました。それを乗り越えられたのは、

共に絆を深め合った仲間、監督、コーチ、そしてたくさんの方々の支えがあったからです。追いかけ

続ける勇気さえあれば夢は必ずかなう。そう信じ、全国高校球児の思いを一投一打に込め、全力

で戦い抜くことを誓います。 

令和５年８月６日 選手代表 高知中央高校野球部主将 西岡悠慎 


